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別紙１ 

令和７年度事業実施計画・状況について 

 

１ 事業概要 

令和７年度は例年並みの事業を計画している。熱中！感動！夢づくり教育推進事業、普及

活動・職場体験・博物館実習生等の受入については、通常の業務状況や職員体制を考慮しな

がら柔軟に実施を判断する。 

また、現在の作業等休館日(約 10 日)のほかに、冬季を中心に臨時休館日を設け、飼育作業

の効率化、施設の点検・整備を図る。 

 

２ 誘客宣伝事業 

・新しい展示、催し等の都度、マスメディアへ向けた情報発信、情報提供を積極的に行い、話

題あふれる活動、事業を展開する。また、寺泊水族博物館公式ホームページやアプリ・ＳＮＳ

を活用し、当館の話題だけではなく、寺泊地域の情報など様々な情報発信に取り組む。 

・これまでリピーター増加対策として実施してきた「観覧料割引券付きレシートによる割引」

を継続して行う。 

・スタンプカードは令和６年度からアプリに切り替えて認知度も向上している。入館スタンプ

をためる(3・6・9)ともらえる記念品や餌やり体験などの特典の充実を図り、リピーターの

関心を高める。 

・令和５年度から始めた「冬期間中学生以下観覧料無料キャンペーン」を令和８年１月 10 日

から２月28日まで実施する。 

 

３ 活動事業 

（１）熱中！感動！夢づくり教育推進事業 

①「親子わくわく魚ランド」の実施 

    水族博物館の舞台裏の見学やミズダコやピラニアなどの飼育生物の餌作り、餌やり体験

を通して、水族館の仕組みや水生生物の行動などを観察する。 

・夏 季：令和７年７月29日 ～ ８月19日の毎週火曜日（４回） 

・秋 季：令和７年８月31日 ～ 10月12日の毎週日曜日（６回） 

 

②「移動水族博物館」の実施 

水生生物の飼育を体験し、生物の生態等を観察することで、生物に対する興味や接し方、

観察力の育成を図ることを目的に実施する。 

    年間２校（春季、秋季に１校ずつ）の市内小学校での実施計画。 



    令和７年度は秋季１校のみ開催（栃尾東小学校） 

 

（２）体験展示・企画展の開催 

①体験展示 

これまで「魚のお医者さん・ガラルファ(ドクターフィッシュ）で足湯体験」を行ってい

た旧タッチプール（２階）については、別の活用を検討する。 

②企画展 

クリスマスや正月など季節、行事にあった企画展示を行い、情報発信に努める。 

 

（３）普及活動・催しの実施 

① 水生生物探索会 

            長岡市の自然環境の中で生息している水生生物の探索体験や水辺の環境観察などを通

して、親子に水生生物、自然環境への関心、理解を深めてもらう。 

・タツノオトシゴを探そう！日本海体験 

令和７年７月27日(日)、８月10日(日)・17日(日) 

・ビーチコーミング・日本海体験 

令和７年10月26日(日)、11月２日(日)・９日(日) 

 

② 動物ふれあい教室 

・サメにどきどきタッチ 

      水族博物館で飼育している小型のサメに触れてもらい、サメ肌の体験などを通してサメ

の繁殖、生態について分かりやすく解説する。 

     令和７年10月４日（土）～11月29日（土）の毎週土曜日 午前10時30分から 

   ・ケヅメリクガメと遊ぼう 

水族博物館の屋外で体重25kg、甲長60cmのケヅメリクガメにクローバーなどの給餌体

験をしたり、カメについてのクイズに挑戦してもらい、ウミガメ、リクガメ、淡水性のカ

メについて分かりやすく解説する。 

     令和７年５月 17日（土）～７月 27日（日）及び９月６日（土）～28 日（日）の毎週

土・日及び祝日 午後２時15分から（整理券配布、雨天中止） 

③ ダイバーによる餌付けショー 

観覧者にさらに喜んでもらえるように、餌のやり方を変えるなど、観覧者の反応から

ダイバーと一緒にショーの内容を検討し変更する。また、クリスマスシーズンには恒例

のサンタダイバーを実施する。 

 



④ スポット解説 

     来館者に声かけを行い、希望者には10分程度の飼育生物の解説を行う。 

⑤ 出張展示・講話の協力 

各支所の産業まつり等や保育園・小学校の依頼により、タッチプール、リクガメ等の

出張展示や水生生物の講話に協力する。 

⑥ 大人限定水族博物館バックヤードツアー(ガイドツアー) 

大人を対象とした水族博物館バックヤードツアーで、水族館の仕組みや活動を紹介し

たり、水生生物の生態、日本海の生物、環境問題等を解説と体験を通して、長岡の自然

や生物についての理解や興味を深めてもらうことを目的に実施する。 

      令和７年４月から毎月第３日曜日（８月を除く、11回実施予定） 

 

（４）調査研究活動 

  ・ホトケドジョウ生息調査 （長岡市内） 

・アマモ（海草）の生育調査 （水族博物館脇 4月～12月） 

  ・漂着生物調査 （寺泊の各海岸 周年） 

 

（５）職場体験・総合学習等の受入れ 

   申し出により、逐次対応する。 

７月２日（水）堤岡中学校 ３人 

 

（６）博物館実習生・学外実習生の受入れ 

   申し出により、逐次対応する。 

 

（７）裏方探検及び魚に関する相談 

   申し出により、逐次対応する。 

 

（８）水族博物館の新しい取り組み 

  ① 館内Wi-Fiの整備と活用 

令和６年度から水族博物館の公式アプリを公開、紙のスタンプカードをデジタル(アプリ

内)に切り替えるともに、アプリ上でお知らせやイベント案内を発信するほか、簡単な問い

合わせに答えるなど、来館者からの情報受信にも活用している。 

館内に整備したWi-Fiを使って、今後はＱＲコードによる解説動画や飼育生物の映像の

配信、フォトコンテストの開催など活用方法なども検討し、デジタル環境整備を進める。 

 



② 水族博物館ホームページやＳＮＳの活用 

    ホームページでイベントや話題の発信や館内の混雑状況を発信するなど、ＳＮＳ（公式

Ｘ、旧Twitter）の活用などを通じて、魅力ある情報を提供する。 

令和６年度からＨＰから一部イベント申し込みを開始、今後は観覧料の減免申請も電子

化できるように検討し、準備を進める。 

③ 水族博物館オリジナルグッズの製作と頒布（継続） 

    水族博物館の新しい魅力の創出、歳入確保の目的として、令和３年度から開始したオリ

ジナルグッズの頒布が好調である。令和７年度も継続し、若い職員のアイデアも取り入れ

た商品展開やグッズの開発を検討しながら頒布向上に努める。 

 

４ 入館状況 

年間入館者は令和５年度が108,919 人、令和6

年度が108,124 人と利用者はほぼ同数であった。

平成30年度が111,772人であったことから、コ

ロナ禍前に戻ったと見ている。 

様々な取り組みが来館者に受入れられ、入館者

数に現れているが、この入館者をベースに水族博

物館の魅力を向上し、長岡市や寺泊地域の発展に

寄与する施設として運営していく。 

一般 中学生 小学生 幼児
４月 4,973 207 1,008 743 6,931
５月 6,982 342 1,325 990 9,639
６月 5,457 123 958 783 7,321
７月 8,516 274 3,550 1,755 14,095

８月 16,112 875 4,026 2,289 23,302

９月 7,573 176 2,038 1,254 11,041

１０月 5,353 109 916 1,223 7,601
１１月 4,690 95 778 731 6,294
１２月 2,911 65 443 590 4,009
１月 3,691 92 698 905 5,386
２月 3,057 88 539 633 4,317
３月 5,770 190 1,095 1,133 8,188

75,085 2,636 17,374 13,029 108,124

構成比 69.44% 2.44% 16.07% 12.05% 100.00%

全体
合計

令和６年度入館者の構成
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 別紙２  

 

水族博物館整備事業の計画（概要）について 

  

１ 水族博物館整備事業の実施状況と計画について 

（１）令和６年度実施状況 

 ・海水揚水ポンプ修繕（５月） 

・屋上防水改修工事設計委託（６～12 月） 

・授乳室設置工事（７月） 

・寒帯系予備水槽ろ過設備改修工事設計委託（７～２月） 

・標本及び飼料保管用冷凍庫購入（８月） 

・海水貯水槽堆積土砂浚渫（９月） 

・ブロワーポンプ修繕（11 月） 

・引込用高圧ケーブル更新工事（２月） 

・案内看板撤去工事（３月） 

 

 

  （２）令和７年度実施計画 

 ・１階天井修繕（６月） 

・大回遊水槽照明改修工事（６月） 

 ・壁掛冷暖房機更新工事（６月） 

・３階飼育室建具改修工事（７～８月） 

 ・寒帯系予備水槽ろ過設備改修工事（７～10 月） 

 ・屋上防水改修工事（９～11 月） 

 ・防火設備改修工事（10～12 月） 

  

 

（３）今後の水族博物館改修・整備等の計画 

・令和７年度予算には、塩害による腐食の著しい飼育系重要機器のろ過機等の

更新工事費、建物の安全確保のため屋根防水工事費などを計上している。 

・平成 26 年度の大規模改修から 11 年が経過した。この先の 10 年を見据えて建

物・設備の構造上の耐力等の調査を検討しながら、機能維持のための改修や

整備を優先的に実施する。 

・今後の方向性については、水族博物館協議会のこれまでの意見も踏まえ、水

族博物館構想の策定に向けて、寺泊支所・教育委員会等の関連部局と連携し

て検討作業を進める。 



令和７年度 第 1 回 

長岡市水族博物館協議会 資料 

 

 

■令和６年度事業実施状況        ･･････････････････････････････ １ 

 

 

■観覧者数及び観覧料収入の推移      ･･････････････････････････････ ７ 

 

 

■中学生以下無料キャンペーン実施結果  ･･････････････････････････････ ８ 
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令和６年度事業実施状況について 

 

１ 事業概要 

令和６年１月１日に発生した能登半島地震では、寺泊水族博物館における被害はほとんど

なかったが、その後も地震、火災に加え津波の発生も想定し、観覧者及び職員の安全確保を

最優先とした行動を徹底しながら運営を行っている。 

令和６年度は例年並みの事業を実施してきた。熱中！感動！夢づくり教育推進事業、普及

活動、職場体験等の対応や受入については、通常の業務状況や職員体制等を考慮し柔軟に実

施した。また、現在の作業等休館日(約 10 日)のほかに、冬季を中心に臨時休館日を設け、飼

育作業の効率化、施設の点検・整備を図った。 

なお、新型コロナウイルス感染症については、館内の消毒や換気、アルコール消毒液の設

置（在庫分限り）等、引き続き基本的な感染予防対策を継続しながら運営を行った。 

 

２ 誘客宣伝事業 

・特別展示や新しい展示、催し等の都度、マスメディアへ向けた情報発信、提供を積極的に行

い、話題あふれる活動、事業を展開した。また、ＳＮＳ及びホームページで、当館の話題だ

けではなく地域の情報など、様々な情報を発信した。 

・冬季の来館者増加対策の「中学生以下観覧料無料キャンペーン」については、令和５年度から

本格的に運用し、本年度はその２年目にあたる（令和７年１月11日から２月28日まで）。 

・リピーター増加対策の「観覧料割引券付きレシートによる割引」を利用した観覧者数は、2,459

人で、対前年度比22.95％の増加であった。 

・さらに、リピーター増加対策として継続実施しているスタンプカードの特典を受けた来館者

は延べ973人（内訳：５回697人、７回207人、10回69人、スタンプカードアプリでは３

回、６回、９回）となった。 

 

４ 活動事業 

（１）熱中！感動！夢づくり教育推進事業 

①「親子わくわく魚ランド」の実施 

 水族博物館のバックヤードの見学やミズダコやピラニアなどの飼育生物の餌作り、餌

やり体験を通して、水族館の仕組みや水生生物の生態などを観察した。 

・夏 季：令和６年７月30日～８月20日の毎週火曜日（４回） 

・秋 季：令和６年９月８日～10月13日の毎週日曜日 （５回） 

事前申込した小学生の親子を対象に、１回あたり５組10人程度として実施した。 
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総参加者は77人で、前年度比30人減となった。 

 

②「移動水族博物館」の実施 

      水生生物の飼育を体験し生物の生態等を観察することで、生物に対する興味や接し方、

観察力の育成を図った。 

   ・実施状況 

 

 

 

 

 

 

（２）体験展示・企画展の開催 

①体験展示   

※新型コロナウイルス感染予防等のため 中止 （計画は下記のとおり） 

タイトル：魚のお医者さん・ガラルファ(ドクターフィッシュ）で足湯体験 

 期  間：令和６年７月20日(土)～９月23日(月) 

展示魚類：ガラルファ800尾 

場  所：２階タッチプール 

※プールの環境や設備等から適切な状況で維持することが難しいため、タッチプールと

しての機能は廃止し、今後は改修して別の活用を検討する。 

 

②企 画 展  

・「クリスマス特集」：サンタエビ（アカシマシラヒゲエビ・ホワイトソックス）の展示 

 ※令和６年度は実施しなかった。なお、大水槽周辺に大形クリスマスリース等の装飾を

実施、来館者に好評であった。 

学 校 名 期 間 参加児童数 飼 育 生 物 

宮本小学校 
6月25日 

 ～7月22日 

全校児童 
 46人 

カクレクマノミ・デバスズメダイ・

ルリスズメ 

豊田小学校 
9月4日 

 ～10月10日

生き物くらぶ
5・6年生 
 20人 

カクレクマノミ・デバスズメダイ・

ルリスズメ 

月 日 
参加人数 

月 日 
参加人数 

大 人 こども 計 大 人 こども 計 

7月30日（火） 4人 6人 10人 9月22日（日）  3人  3人  6人 

8月 6日（火） 4人 5人 9人 9月29日（日）  4人  3人  7人 

8月13日（火） 3人 9人 12人 10月 6日（日）  3人  5人  8人 

8月20日（火） 4人 5人 9人 10月13日（日）  5人  4人  9人 

9月 8日（日） 4人 3人 7人 計 34人 43人 77人 
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・「2025年干支にちなんだ生き物 ヘビギンポ＆シマウミヘビ」展示 

 期  間：令和６年12月27日(金)～令和７年1月31日(金) 

 内  容：「ヘビギンポ」は国内の広い範囲の浅瀬に生息し、去年の夏に水族館近くの海

で小学生が捕まえたものを展示。また、「シマウミヘビ」はウナギ目に分類さ

れる魚で、白と黒の縞模様が特徴である。 

 

（３）普及活動・催しの実施 

①水生生物探索会 

長岡市の自然環境の中で生息している水生生物の探索体験や水辺の環境観察などを通し

て、親子に水生生物、自然環境への関心、理解を深めてもらった。 

・タツノオトシゴを探そう！日本海体験 

 実 施 日：令和６年７月28日(日）、８月４日(日)・18日(日)  

参加人数：小学生17人 保護者17人 

・ビーチコーミング・日本海体験 

実 施 日：令和６年10月27日(日)、11月３日(日)・10日(日) 

参加人数：小学生７人 保護者６人 

②動物ふれあい教室 

・サメにどきどきタッチ 

      水族博物館で飼育している小型のトラザメに触れてもらい、サメ肌の体験などを通し

てサメの繁殖、生態について分かりやすく解説した。 

実 施 日：令和６年５月11日(土)～６月16日(日)までの毎週土・日及び祝日（12回

実施） 

参加人数：大人 181人 小人 174人 計 355人 

・ケヅメリクガメと遊ぼう 

水族博物館の屋外で体重20kg、甲長60cmのケヅメリクガメにクローバーなどの給餌を

したり、カメについてのクイズに挑戦したりしてもらい、ウミガメ、リクガメ、淡水性の

カメについて分かりやすく解説した。 

実 施 日：令和６年７月 20 日（土）～10 月 14 日（日）の土・日曜日及び祝日（12 回

実施）※熱中症を警戒し、今年度は８月に実施しなかった。 

参加人数：大人 93人 小人 131人 計 224人 

③ダイバーによる餌付けショー 

観覧者に喜んでもらえるように餌のやり方を変え、その反応を見ながらショーの時間を延

長した。クリスマスシーズンには恒例の「サンタダイバー」（11月23日～12月25日）を実
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施した。 

④スポット解説 

    館内飼育員が来館者に声かけを行い、希望者に展示生物の解説を行った。 

⑤出張展示・講師派遣等の協力 

地域づくり団体や小学校、市役所他部課の依頼を受けて、リクガメの出張展示や講師派

遣に協力した。 

・出張展示 

 令和６年度は実施しなかった。 

・講師派遣 

６月26日(水)  生き物調査（ささりんどう農地・水・環境保全広域協定運営委員会） 

７月16日(水)  生き物調査（新潟県三条地域振興局） 

・その他 

（公財）日本動物園水族館協会からの依頼を受けて、「関東東北・北海道ブロック水族館

研修会」を開催した。 

開催日：３月４日（火）・５日（水） 

研修会（講義・演習）：米百俵プレイスミライエ長岡（４日） 

施設視察：寺泊水族博物館（５日） 

⑥大人限定水族博物館バックヤードツアー(ガイドツアー) 

普段は見れない水族館の裏側を案内し、水族館の仕組みや活動を紹介した。併せて長岡

の自然や生物について理解や興味を深めてもらうため、日本海の生物とその生態、環境問

題等を解説した。 

    令和６年４月から毎月第３日曜日（８月を除く、９回実施） 

    参加者：大人48人 

（４）調査研究活動 

  ・ホトケドジョウ生息調査（長岡市内 ９月） 

 ・漂着生物調査（寺泊の各海岸 周年） 

（５）職場体験・総合学習等の受入れ 

・職場体験 

６月25日(火)～27日（木） 長岡市立山本中学校  １人   

７月２日(火)・３日（水）  長岡市立寺泊中学校 ３人  

７月23日(火)・24日（水  長岡市立青葉台中学校 １人  

７月26日(金)  長岡市立北辰中学校  ２人 
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（６）博物館実習生・学外実習生の受入れ 

   令和６年度は受入れなし。 

（７）裏側探検及び魚に関する相談 

    コミュニティセンターや子ども会などの団体からのバックヤード見学に逐次対応した。 

（８）水族博物館の魅力向上のための取り組み 

  ① 館内Wi-Fiの整備と活用 

令和５年度に館内のWI-FIを整備し、令和６年４月22日から、水族博物館の公式アプリ

(2,645 ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)を新たに開始した。これまでの紙のスタンプカードをアプリに切り替え

るともに、お知らせやイベント案内を配信、簡単な問い合わせ等の機能を付加した。 

今後、ＱＲコードを利用した解説動画や飼育生物の映像の配信、フォトコンテストの開

催など活用方法なども検討し、デジタル環境整備を進める。 

② 水族博物館ホームページやＳＮＳの活用 

    ホームページをリニューアル後（令和４年３月～）、イベントや話題の発信、館内の混雑

状況の配信、ＳＮＳ（公式Ｘ、旧 Twitter）の活用など、魅力ある情報を継続的に提供し

ている。また、イベントの申し込みについては、本年度から電話のほかＨＰでの対応も開

始した。 

今後は観覧料の減免申請もオンラインで対応できるように検討し、準備を進める。 

  ④ 水族博物館オリジナルグッズの製作と頒布（継続） 

    水族博物館の新しい魅力の創出、歳入確保の目的として、令和３年度から開始したオリ

ジナルグッズの頒布は好調だった。令和６年度も継続し、若い職員のアイデアも取り入れ

ながら商品展開や新しいグッズの開発を検討しながら頒布向上に努めた。 

    本年度はキーホルダー（ペンギンとウミガメの二種）、クリアファイル（ニシキゴイを追

加）、ボトル・アクセサリー（マゼランペンギンの羽）を新たに制作・頒布し、来館者から

好評を得ている。 

 

５ 入館状況 

    令和６年度の総入館者数は108,124人、対前年度比0.7％減、795人減となった。 
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寺泊水族博物館　冬期における観覧者及び観覧料収入の状況

年度別観覧者数の内訳及び観覧料収入（直近５年間） （集計期間：1月7日から2月末日まで）

中学生以下

中学生 小学生 幼　児

R2 5,475 2,099 55 812 1,232 7,574 3,506,100 R3.1.9～2.28（50日間） 新型コロナウイルスの流行による外出自粛

R3 4,832 1,981 83 784 1,114 6,813 3,053,750 R4.1.8～2.28（51日間） 新型コロナウイルスの流行による外出自粛

R4 6,758 3,049 136 1,279 1,634 9,807 4,274,750 R5.1.7～2.28（52日間）

R5 7,361 3,738 146 1,578 2,014 11,099 4,643,300 R6.1.13～2.29（45日間） 新型コロナウイルスの「5類」への移行

R6 5,631 2,452 138 1,013 1,301 8,083 3,503,800 R6.1.11～2.28（47日間）

　　 区分
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